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◇京都女子学園における食育活動　 附小ランチ
　京都 女子大学 附属小 学校の食育 ランチ(附 小 ランチ)は 、 平成18年 度 よ り小大連携 で開始
された。京都 女子学園 内における食育 活動 として、 栄養 クリニ ックの事業 になってか らも4年
が経過 した。今 回は、 附小 ランチ6年 間を振 り返 りなが ら、平成23年 度 の活動報告 としたい。
京都女子大学 附属小学校 ラ ンチ(附 小 ラ ンチ)の 目的 と概要
　　 附小 ランチの 目的は、第1に 、京都女子学園内の附属小学校の児童及び保護者への食育である。
　　平成23年 度 「附小 にお ける食 の指導 に係 る全体計画」 を附小 の教育 目標、健康教育 の 目標
　及 び児童 の実態調査 を基 に作成 し、 附小 ラ ンチタイム及 び教室 での食育 テー マを設定 した。
　　今年度 の活動 メ ンバー は、 附属小学校 の食育 プ ロジェク ト(長 江教頭、多川教諭、 岡坂養
　護 教諭、西井教諭)、 学生 ボラ ンテ ィア リーダー(郁 芳玲子、井 上瑞穂、奥 田明子、 高 田晴
　佳)と 栄養 ク リニ ック指導教員(中 山)お よび、調理 を委託 してい る不二家商事(吉 田、小
　西、 丸岡)で あ る。
　　 年間5期 の食育 のテー マに基づ き学生 リーダー達 が 「生 きた教材」 であ る献立 を作成 し、
　 上述の附小 メ ンバー、指導教員、学生 リー ダー、不 二家商事 よ り構成 され る附小 ラ ンチ献立
　 検討委員会 と試 食会を開催 し、食育の狙 いや栄養 バ ラ ンス、食品の安全性等 も検討 し、実施
　 とな る。三大 ア レルゲ ン(卵 、牛乳、小麦粉)は 使 用せず、他の ア レルゲ ンがあ る児童 には
　 可能な限 り対応す るよ うに心が けている。 また、 京野菜や地場産物の活用、使用食材 はすべ
　 て産地が 明確 な物 を使用す るよ うに して いる。
　　 平成23年 度 の第1期 ～第V期 まで の食育 のテーマ、献立 、媒体等 の写真、 使用 してい る食
　 材 の産地、食育 の視点等 を表 にま とめた(p26-27)。
　　 今年度 は附小 ラ ンチが開始 されて6年 目とい うこともあ り、食育 内容 も、 従来の早寝早起
　 き朝 ご飯 な ど生活 リズムや、食事 のバ ランス(日 本型 食生 活、三色食 品群)、 地産地消、京
　 野菜、食文化等 に加 え、 味覚教育、豊 かな人 間性 に重 点を置 いた指導 を行 った。
味わ う食育 の試 み
　　 昨年度 に引 き続 き、第IV期 に 「おい しさ発見★ わ くわ くグル メ探偵」 とい うテ ーマで、
　 「味 わ う食育 」 の試 みを行 った。 日本 の味覚(旨 味)や 食感、 おい しさにつ いて学んだ後、
　 ラ ンチの会食 中 に各 テーブルで楽 しく話 し合 い、 食後 に代表 が探偵 帽をかぶ って、 「何が ど
　 うおい しか ったか」 につ いて発 表 して貰 った(p28写 真 中段)。 よ く噛 み、 味わ って食べ る
　 こと、 コ ミュニケー シ ョン能力の向上、 表現 力の育 成 に もつなが る試 みであ る。 附小 では国
　語 力 に も力を入れて いるこ ともあ り、附小 ラ ンチの体験や食 の知識 も増 え、児童 の感性 や表
　 現力 の豊か さに驚か され ることも多 々あ った。今後 とも、栄養バ ラ ンスはもちろんであ るが、
　 食 に関心 を持 ち、食事 をおい しい、楽 しい と思 う児童 が増 えるよ う努 めて行 きた い。
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学生ボ ラ ンテ ィアの指導
　　 附小 ラ ンチの もう一・つ の 目的は、食物栄養学科や学園内の学生 の実践栄養教育 であ る。学
　生 リーダー を中心 として、年 間延べ300人 のボラ ンテ ィアの募集 ・割 り当て、 食育 の指導案
　 と媒体作 成の指導 を行 い、 リー ダーは毎 回、 ボラ ンテ ィア学生 への指導 ・助言 等 を行 い、食
　育 の指導 が徹底す るよ うに指導体制 を整 えて いる。 ボラ ンテ ィアの募集説 明会 も前期、後期
　 で行 い、 ボ ランテ ィアの前後 でア ンケー トを取 って いる。
　　食物栄養学科(管 理栄養士 ・栄養教諭)だ けで な く、小学校教諭 ・幼稚 園教諭 等を 目指す
　教育学科 や、養護教諭 を 目指す生活福祉学科等、他学科の学生 の参加 も増加 してい る。食育
　 に興 味を持 ったき っかけに 「附小 ラ ンチ」 を挙 げている者 も多 く、附小 ラ ンチが学園内で浸
　透 してきてい ることが伺 える。 ボラ ンテ ィアを通 じて、教諭 と栄養教諭 の連携 による食育 の
　 あ り方、児童 との コ ミュニケー シ ョン、食 に関す る知識等、食育実践力向上 に期待 してい る
　学生 が多 く、 これ らの学生 を支援す ることも重要 である。写真か らも児童 と学生 の コ ミュニ
　 ケー シ ョン、雰 囲気 を感 じていただけ ると思 う(p28写 真)。
　　今 後 も、栄養教諭 等や幼稚 園・保育 園の管理栄養 士、養護教諭 と して採用 され る者 が益 々
　増 えて行 くことに期待 したい。
保護者試食会 の開催
　　今年度 は食育 の 日が 日曜 日とい うこともあ り、1年 生 の保護者試食会 は6月17日 に開催 し
　 た。 保護者 の方 の附小 ラ ンチへ の関心 や期待 も大 き く、A地 下特別 室のスペースの関係 で人
　数制 限せ ざるを得 ないのが、大変残念 であ る。吉永 附小校長挨拶、指導教員の趣 旨説 明の後、
　 1期 の ランチを食べなが ら、 ボ ランテ ィア学生 の食育指導 を見 ていただ く等、児童 と同様 の
　体験 を して いただ いた。
　　今 年度 も一 昨年、 昨年 に引 き続 き、12月 に全児童 の保護者 にア ンケー トをご協力 いただ い
　 た結 果、附小 ラ ンチに期 待す ることと して、栄養 バ ランスの良 さ約80%、 地場産物の利用 ・
　季 節の旬の食材 の利用約70%の 他、豊 かな人 間性 の形成 も挙 げ られていた。 もっと回数 を増
　 や して ほ しいという声が多 いが、大 学 と小学校 の 日程調整等 で現状 では難 しく、 その意 味で









































野菜 た っぷ り秋 のスープ
黒蜜きな粉がけお月見団子

















なす ・切干大根 ・えのきたけ・コー ン
干 ししいたけ ・枝豆
万願寺 とうが らし・かぼちゃ ・オ クラ ・
パ プ リカ ・人参 ・さやいんげん
万願寺とうがらし(京都市南区上鳥羽産)
なす(同 市北区上賀茂産)
べ 一 コ ン ・油 ・ご ま
米 ・里芋 ・白玉だんご・片栗粉 ・砂糖 ・黒蜜
豚 肉・ツナ ・豆乳 ・きな粉 ・味噌
しらす干 し ・ひ じき
えの きた け ・しいた け ・しめ じ・なす ・ねぎ
れん こん ・きゃべつ ・玉 ね ぎ ・コー ン
















色 々な ものをバ ランスよ く食べ、栄養







色々な ものをバ ラ ンスよ く食べ、栄養




































アスパ ラガス とじゃが い もの ソテー
とろとろ紅白すまし汁
豆乳寒天 とカラフルフルーツポンチ
ベ ー コ ン ・油 ・ご ま
米 ・片栗粉 ・砂糖
鮭 ・油揚 げ ・豆乳 ・高野豆腐 ・白味噌 ・味噌
しらす干 し ・ひじき ・刻み昆布 ・寒 天
ごぽう ・干 ししいたけ ・こんにゃ く・しめ じ ・
たまねぎ ・えのき ・大根 ・大根 葉 ・しょうが
赤 ピー マン ・ブロ ッコ リー ・人 参 ・水 菜 ・





サ ンマ ・西京味噌 ・豆乳 ・湯葉
桜えび ・練乳
干 ししいたけ ・しめじ・カぶ ・れんこん ・
きゅうり ・しょうが ・ゆず果汁
人参 ・ねぎ ・かぶ葉 ・水菜 ・小松菜 ・






油 ・ベ ー コ ン ・ね り ご ま
米 ・もち米 ・赤米 ・コー ンフレー ク ・片栗粉
黒豆 ・豚肉 ・鶏 肉 ・豆乳
チー ズ ・ひ じき ・寒 天
きゃべつ ・たまねぎ ・じゃがいも ・コー ン ・大根 ・
しめじ ・さくらんぼ ・もも ・みかん ・パイナップル
















白味噌 につ いて知 る。
会食を楽しむ。五感を使って味わって食べる。
























〈学生 ボラ ンテ ィアによる食育(献 立説 明)〉 〈京野菜 ・産地 の紹介〉
〈おい しさ発見★ わ くわ くグル メ探偵　発表風景〉
左 〈ひ じき もお い しいで し ょう?〉
右 〈お い しか った。 ご ちそ う様 で した。 〉
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